
（
寄
宿
手
当
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
寄
宿
手
当
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
四
条
の
二
の
二

特
例
期
間
に
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
ま
な
い
認
定
職
業
訓
練
等
に
つ
い
て

附
則
第
三
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
実
施
日
が
あ
る
場
合
の
寄
宿
手
当
の
額
は
、
第
十
二
条
の
二
第
二
項
及

び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
欠
席
日
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間

の
現
日
数
に
占
め
る
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

第
四
条
の
二
の
二

特
例
期
間
に
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
ま
な
い
認
定
職
業
訓
練
等
に
つ
い
て

附
則
第
三
条
の
六
第
五
項
に
規
定
す
る
実
施
日
が
あ
る
場
合
の
寄
宿
手
当
の
額
は
、
第
十
二
条
の
二
第
二
項
及

び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
欠
席
日
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間

の
現
日
数
に
占
め
る
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

２

特
例
期
間
に
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
等
に
つ
い
て
附
則
第
三
条
の
四
第

五
項
に
規
定
す
る
実
施
日
が
あ
る
場
合
の
寄
宿
手
当
の
額
は
、
第
十
二
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
欠
席
日
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
当
該
認
定

職
業
訓
練
等
を
行
う
者
が
寄
宿
す
べ
き
日
と
し
て
定
め
る
日
数
に
占
め
る
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗

じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

２

特
例
期
間
に
実
施
日
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
科
目
を
含
む
認
定
職
業
訓
練
等
に
つ
い
て
附
則
第
三
条
の
六
第

五
項
に
規
定
す
る
実
施
日
が
あ
る
場
合
の
寄
宿
手
当
の
額
は
、
第
十
二
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
、
欠
席
日
数
の
そ
の
給
付
金
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
当
該
認
定

職
業
訓
練
等
を
行
う
者
が
寄
宿
す
べ
き
日
と
し
て
定
め
る
日
数
に
占
め
る
割
合
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
乗

じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

（
船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
特
例
）

（
船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
特
例
）

第
四
条
の
四

船
員
職
業
安
定
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第

一
項
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定

求
職
者
の
住
所
又
は
居
所
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣

に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
第
三

項
に
お
い
て
「
管
轄
地
方
運
輸
局
」
と
い
う
。）」
と
、「
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
あ
る
の
は「
地
方
運
輸
局（
運

輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運

輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
長
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
管
轄

公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
地
方
運
輸
局
」
と
、「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の

は
「
委
嘱
を
受
け
た
地
方
運
輸
局
」
と
す
る
。

第
四
条
の
四

船
員
職
業
安
定
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
し
て
は
、
附
則
第

三
条
第
四
項
中
「
に
よ
る
公
共
職
業
安
定
所
長
」
と
あ
る
の
は
「
に
よ
る
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に

厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運

輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
長
」
と
、
附
則
第
三
条
第
四
項
中「
つ
い
て
公
共
職
業
安
定
所
長
」

と
あ
る
の
は
「
つ
い
て
地
方
運
輸
局
の
長
」
と
、
附
則
第
三
条
の
二
及
び
前
条
第
一
項
中
「
公
共
職
業
安
定
所

長
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
運
輸
局
の
長
」
と
、
前
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ

る
の
は
「
管
轄
地
方
運
輸
局
」
と
、
前
条
第
三
項
中
「
委
嘱
を
受
け
た
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
委

嘱
を
受
け
た
地
方
運
輸
局
」
と
す
る
。

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
自
立
支
度
金
の
額
）

（
自
立
支
度
金
の
額
）

第
十
二
条

自
立
支
度
金
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

第
十
二
条

自
立
支
度
金
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一

中
国
残
留
邦
人
等
及
び
そ
の
親
族
等
一
人
に
つ
き
十
六
万
四
千
五
百
円
（
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
そ

の
親
族
等
の
う
ち
、
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
が
本
邦
に
上
陸
し
た
日
に
お
い
て
十
八
歳
未
満
で
あ
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
一
人
に
つ
き
八
万
二
千
二
百
五
十
円
）

一

中
国
残
留
邦
人
等
及
び
そ
の
親
族
等
一
人
に
つ
き
十
六
万
四
千
八
百
円
（
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
そ

の
親
族
等
の
う
ち
、
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
が
本
邦
に
上
陸
し
た
日
に
お
い
て
十
八
歳
未
満
で
あ
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
一
人
に
つ
き
八
万
二
千
四
百
円
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
求
訓
則
」
と
い
う
。）附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
職
業
訓
練
に
つ
い
て
の
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
求
訓
則
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
申
請
職
業
訓
練
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
一
条
の
規
定
に
よ

り
申
請
が
あ
っ
た
申
請
職
業
訓
練
と
み
な
し
て
、
新
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
二
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之




		2022-03-31T00:12:48+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み




